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２
０
１
７
年
３
月
24
日

（
金
）、
日
本
武
道
館
に
て
第

１
３
５
回
学
位
授
与
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
の

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
そ

こ
こ
こ
で
卒
業
生
達
が
、「
よ

き
師
よ
き
友
」
と
語
ら
う
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夕
方
か
ら
は
経
営

学
部
主
催
の「
卒
業
祝
賀
会
」

が
催
さ
れ
、
経
営
学
部
同
窓

会
は
例
年
同
様
、
経
営
学
部

成
績
優
秀
者
上
位
10
名
に
記

念
品
を
贈
呈
し
、
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。

卒
業
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

経
営
学
部
学
生
広
報
員
会

の
ご
協
力
に
よ
る
、
学
位
授

与
式
会
場
の
武
道
館
周
辺
に

て
行
い
ま
し
た
経
営
学
部
卒

業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
掲
載
致
し
ま
す
。
尚
、

こ
の
記
事
は
経
営
学
部
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

高
覧
下
さ
い
。

【
岡
田　

愛
さ
ん
】

　

私
が
大
学
生
活
で
頑
張
っ

た
こ
と
は
、
３
年
間
所
属
し

た
、
ゼ
ミ
活
動
で
す
。
私
は

自
主
性
を
大
事
に
し
て
い
る

点
に
惹
か
れ
、
新
倉
ゼ
ミ
と

い
う
ゼ
ミ
に
所
属
し
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
ゼ
ミ
活
動
が
よ
り
良
く

な
る
よ
う
に
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
自
主
性

を
大
事
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。【

田
代　

采
さ
ん
】

　

特
に
印
象
深
い
出
来
事
は
、

経
営
学
部
の
ス
タ
デ
ィ
・
ア

ブ
ロ
ー
ド
（
以
下
Ｓ
Ａ
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、
大
学

２
年
生
の
８
月
か
ら
12
月
ま

で
ア
メ
リ
カ
留
学
を
し
た
こ

と
で
す
。

　

私
は
大
学
入
学
時
に
、『
常

に
何
か
に
挑
戦
し
続
け
る
』

と
い
う
こ
と
を
大
学
生
活
の

ル
ー
ル
と
し
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
行
わ

れ
た
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
知
り
ま
し
た
。『
英

語
へ
の
苦
手
意
識
を
払
拭
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な

い
！
』
と
ビ
ビ
ッ
と
き
た
た

め
、
挑
戦
を
決
め
ま
し
た
。

　

日
本
に
留
ま
っ
て
い
た
ら
、

き
っ
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流

を
通
し
て
、
英
語
を
話
す
こ

と
に
対
す
る
抵
抗
感
や
恐
怖

心
は
一
切
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
考
え
方
や
文

化
に
触
れ
、
日
本
と
い
う
国

に
つ
い
て
今
ま
で
と
は
違
っ

た
角
度
か
ら
考
え
る
機
会
を

得
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
を
卒
業
す
る
今
、

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
私
が
様
々
な
こ
と
に

好
き
勝
手
挑
戦
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
法

政
大
学
最
高
!!

　

２
０
１
７

年
４
月
３
日

（
月
）、
桜
の
花

華
や
ぐ
日
本

武
道
館
に
て

２
０
１
７
年 

法
政
大
学
入
学

式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

入
学
式
後
の

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
外

堀
公
園
の
桜
が

新
入
生
を
歓
迎

す
る
中
、
在
校

生
達
が
各
部
・

サ
ー
ク
ル
へ
の
盛
ん
な
勧
誘

風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

入
学
式
会
場
の
武
道
館
周

辺
に
て
、
経
営
学
部
学
生
広

報
員
会
に
よ
る
経
営
学
部
新

入
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
混
雑
の
中
、
経
営
学
部
新

入
生
を
探
索
す
る
の
は
至
難

の
事
で
、
今
回
は
１
名
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
経
営
学
部
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
記

事
よ
り
引
用
し
ま
す
。

【
佐
藤　

主
大
さ
ん
】

武
原
・
池
田
「
経
営
学
部

に
入
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
あ
り
ま

す
か
？
」

佐
藤
「
そ
う
で
す
ね
。

受
験
勉
強
で
政
治
経

済
を
学
ん
で
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す

ね
。」

武
原
・
池
田
「
な
る

ほ
ど
。
で
は
、
大
学

に
入
っ
て
か
ら
何
を

頑
張
り
た
い
で
す

か
？
」

佐
藤
「
自
分
は
ま
だ
目
標
や

や
り
た
い
事
が
決
ま
っ
て
な

い
の
で
、
サ
ー
ク
ル
や
日
々

の
学
校
生
活
を
頑
張
り
な
が

ら
本
当
に
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
た
い
で
す
。」

武
原
・
池
田
「
法
政
大
学
は

自
由
な
校
風
で
何
か
を
や
る

の
に
打
っ
て
付
け
の
場
所
で

す
か
ら
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
見

つ
け
て
下
さ
い
!!
」

『
第
１
３
５
回

　

法
政
大
学
学
位
授
与
式
』

『
２
０
１
７
年

法
政
大
学
入
学
式
』

法
大
志
願
者
が
過
去
最
高

全
国 

 

２
位

　

２
０
１
６
年
度
公
認
会
計

士
試
験
合
格
者　

経
営
学
部

出
身
者
は
15
名

　

２
０
１
６
年
度
の
公
認
会

計
士
試
験
の
合
格
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
法
政
大
学
卒
業

生
の
み
の
人
数
で
27
名
が
合

格
し
、
大
学
別
合
格
者
数
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
第
８
位
に
入

り
ま
し
た
。（
下
図
参
照
）

法
政
大
学
大
学
院
卒
（
他
大

学
の
学
部
卒
業
）
の
合
格
者

は
別
途
６
名
い
ま
す
。
本
学

学
部
・
大
学
院
全
体
の
法
政

大
学
出
身
合
格
者
は
33
名

（
う
ち
在
学
中
合
格
は
９
名
）

で
す
。
合
格
者
の
所
属
（
出

身
）
学
部
等
も
、経
営
学
部
・

経
済
学
部
・
会
計
大
学
院（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
科
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ

ン
グ
専
攻
）
を
は
じ
め
、
法

学
部
・
文
学
部
・
社
会
学

部
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
と

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
経
営
学
部
出
身
者
は
15

名
と
突
出
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
在
学
生
が
６
名
、
卒

業
生
が
９
名
と
在
学
生
も
が

ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
過
去

５
年
の
経
営

学
部
出
身
合

格
者
は
69
名
、

過
去
10
年
ま

で
さ
か
の
ぼ

る
と
１
８
１

名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
表
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
調
べ

【2016年度　主な大学別合格者】
慶應義塾大学 139
早稲田大学 96
中央大学 96
明治大学 72
東京大学 36
同志社大学 33
立命館大学 29
法政大学 27
関西学院大学 27
神戸大学 26

【過去5年間の合格者数】
年度 合格者数
2012 42（24）
2013 24（10）
2014 31（12）
2015 23（  8）
2016 33（15）

公
認
会
計
士

合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ 

 

８
位

※（　）は経営学部出身者（法政大学　学部卒業生のみ）

　

本
学
は
、
２
０
１
７
年
度

一
般
入
試
に
お
い
て
、
過

去
最
高
と
な
る
志
願
者
数

１
１
９
，
２
０
６
名
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
。
志
願
者
が

10
万
人
を
超
え
た
の
は
、
昨

年
に
続
い
て
２
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
志
願
者
数
は
、
近
畿

大
学
に
続
い
て
全
国
第
２
位

の
志
願
者
数
で
、
東
日
本
の

大
学
と
し
て
は
第
１
位
と
な

り
ま
す
。

　

経
営
学
部
は
、
各
方
式
あ

わ
せ
て
１
５
，
２
９
９
名
の

志
願
者
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
に
比
べ
て
、
２
，
７
５
６

名
増
え
、
約
22
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
は
近
年
人
気
が

出
て
お
り
、
他
学
部
や
他
大

学
と
の
併
願
で
も
、
両
方
合

格
の
場
合
に
経
営
学
部
が
選

ば
れ
る
と
い
う
傾
向
が
出
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
子
に
も
人
気
が

出
て
お
り
、
年
々
合
格
者
に

占
め
る
女
子
の
比
率
が
高
ま

り
つ
つ
あ
り
、
近
年
は
約
３

割
が
女
子
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【志願者数　上位５大学】
順位 大学 志願者数

1 近畿大学 146,896
2 法政大学 119,206
3 早稲田大学 114,983
4 明治大学 113,507
5 日本大学 112,583
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代
わ
っ
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら

ど
う
か
」
と
言
わ
れ
た
が
、「
ゼ

ミ
ま
で
止
め
た
ら
何
の
た
め
大

学
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
と

思
っ
て
続
け
た
。
時
間
が
取
れ

な
い
の
で
、
昼
休
み
を
挟
ん
だ

二
時
限
と
三
時
限
に
時
間
割
を

組
ん
で
も
ら
い
、
学
生
諸
君
に

は
迷
惑
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
昼

休
み
も
ゼ
ミ
の
時
間
に
当
て
、

三
時
限
目
を
早
く
切
り
上
げ
る

こ
と
に
し
た
。
当
然
昼
食
の
時

間
は
な
く
な
っ
た
が
、
た
か
が

週
一
回
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ゼ
ミ
で
は
「
世
界
経
済
」
を

大
ま
か
な
テ
ー
マ
に
し
た
。
理

事
の
業
務
を
や
っ
て
い
る
と
、

ど
う
し
て
も
ゼ
ミ
の
準
備
に
十

分
な
時
間
が
と
れ
な
い
。
ゼ
ミ

生
諸
君
の
面
倒
を
み
る
の
も
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ゼ
ミ
生
の
諸
君
は

反
っ
て
自
主
的
に
よ
く
勉
強
し

て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。
私
は

自
分
は
余
り
教
育
者
で
は
な
い

よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ
で
も
余

り
面
倒
を
見
な
い
方
が
学
生
の

た
め
か
な
、
と
勝
手
に
思
っ
た

り
し
た
。

　

ゼ
ミ
の
卒
業
生
諸
君
は
、
毎

年
一
回
Ｏ
Ｂ
（
＆
Ｏ
Ｇ
）
会
を

開
い
て
集
ま
っ
て
い
る
。
近
年

は
通
常
の
懇
親
会
の
前
に
、
午

前
の
部
と
し
て
教
室
を
借
り

て
「
ゼ
ミ
」
が
行
わ
れ
る
。
幹

事
が
大
ま
か
な
テ
ー
マ
を
決
め
、

予
め
指
名
さ
れ
た
人
が
何
人
か

話
を
す
る
。
上
の
方
は
す
で
に

定
年
を
迎
え
て
い
る
が
、
大
多

数
は
社
会
の
中
堅
ど
こ
ろ
で
働

い
て
お
り
、
そ
の
話
は
興
味
深

い
。
私
は
そ
の
話
を
少
し
で
も

多
く
、
じ
っ
く
り
聞
き
た
い
の

だ
が
、
幹
事
は
私
に
も
報
告
を

要
求
す
る
。
日
頃
勉
強
し
て
い

な
い
と
話
題
に
窮
す
る
こ
と
に

な
る
。
だ
か
ら
こ
れ
も
老
人
へ

の
一
つ
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
も
ま
も
な
く
Ｏ
Ｂ
会
が

開
か
れ
る
よ
う
だ
。

鬼
塚
名
誉
教
授

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
６
０
年
３
月

東
京
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科

卒
業

１
９
６
６
年
３
月

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了

１
９
６
９
年
４
月

法
政
大
学
経
営
学
部
研
究
助
手

１
９
６
９
年
９
月

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
退
学

１
９
７
１
年
４
月

法
政
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師

１
９
７
３
年
４
月

法
政
大
学
経
営
学
部
助
教
授

１
９
８
０
年
４
月

法
政
大
学
経
営
学
部
教
授

１
９
８
８
年
４
月

法
政
大
学
経
営
学
部
長

（
１
９
９
０
年
３
月
ま
で
）

１
９
９
０
年
５
月

学
校
法
人
法
政
大
学
常
務
理
事

（
１
９
９
９
年
４
月
ま
で
）

１
９
９
４
年
12
月
〜
１
９
９
５
年
５
月

学
校
法
人
法
政
大
学
総
長
・
理

事
長
代
理
、
代
行

２
０
０
０
年
３
月

法
政
大
学
退
職

退
職
、
そ
の
後

鬼
塚　

豊
吉

　

大
学
を
退
職
し
て
か
ら
17
年

が
過
ぎ
た
。
最
初
の
数
年
間
は

大
学
の
評
議
員
と
し
て
色
々
仕

事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
全
く
の

フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
も
す
で

に
十
年
近
く
が
経
つ
。
そ
の
間

何
を
し
て
い
た
か
と
問
わ
れ
る

と
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。

　

私
は
「
産
業
発
達
史
」
と
い

う
講
義
（
今
は
も
う
な
い
と
思

う
）
を
持
た
さ
れ
て
い
た—

と
い
っ
て
も
、
在
職
の
後
半

は
、
学
部
長
職
に
続
い
て
、
か

な
り
長
い
期
間
法
人
の
業
務
に

従
事
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
長
い
期
間
講
義
し
た
わ
け
で

は
な
い—

が
、
私
自
身
の
関
心

は
む
し
ろ
世
界
経
済
論
に
あ
っ

た
。
比
較
的
若
い
頃
は
イ
ギ
リ

ス
経
済
が
興
味
の
中
心
だ
っ
た

が
、
や
が
て
関
心
は
欧
州
大
陸

の
経
済
に
移
っ
た
。

　

こ
の
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ

を
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
１
９
７
３
年
に
イ

ギ
リ
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど

が
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
に
加

盟
し
て
英
語
が
Ｅ
Ｃ
の
公
用
語

に
な
り
、
欧
州
大
陸
の
諸
国
に

つ
い
て
の
多
く
の
資
料
が
英
語

で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

に
堪
能
で
な
い
私
に
は
好
都
合

で
あ
っ
た
。

　

大
学
を
退
職
し
た
と
き
、
研

究
を
続
け
る
に
は
大
学
の
資
料

室
や
図
書
館
に
通
う
こ
と
に
な

る
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
現

状
分
析
に
関
す
る
限
り
、
き
わ

め
て
多
種
多
様
な
資
料
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

出
来
る
世
の
中
に
な
っ
て
お
り
、

大
学
と
は
す
っ
か
り
疎
遠
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
色
々
義
務
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
研
究
と

い
っ
て
も
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
、
趣
味
の
世
界
に
な
っ
て
し

ま
う
。
２
０
０
８
年
の
ア
メ
リ

カ
に
発
し
た
世
界
金
融
経
済
危

機
、
そ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
た

そ
の
後
の
欧
州
の
ソ
ブ
リ
ン
債

務
危
機
の
頃
は
、
以
前
か
ら
の

仲
間
内
の
研
究
会
で
何
度
か
資

料
を
ま
と
め
て
報
告
を
し
た
が
、

最
近
で
は
欧
州
は
危
機
の
後
遺

症
の
側
面
が
大
き
い
と
は
い
え
、

す
っ
か
り
政
治
が
表
に
出
る
情

況
に
な
り
、
研
究
会
で
も
専
ら

聞
く
側
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

在
職
中
、
法
人
業
務
に
従
事

し
て
い
た
と
き
も
、
ゼ
ミ
だ
け

は
欠
か
さ
ず
勤
め
て
き
た
。
理

事
に
な
っ
た
最
初
の
頃
、
当
時

の
阿
利
総
長
（
故
人
）
か
ら

「
忙
し
い
の
だ
か
ら
、
誰
か
に

わ
が
愛
着
の
一
句

新
井　

虔
一
郎

（
昭
和
四
十
年
卒
）

　＂
教
え
子
の

六
十
四
人

敗
戦
日
＂　

　

俳
句
を
始
め
た
動
機
は
母
が

卒
寿
で
私
が
還
暦
を
迎
え
た
年

で
し
た
。
高
齢
の
母
と
何
か
話

が
で
き
る
も
の
は
な
い
か
と
思

い
、
六
十
の
手
習
い
で
始
め
ま

し
た
。
掲
句
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
武
蔵

熊
谷
俳
句
大
会
で
金
子
兜
太
師

の
講
演
が
あ
り
、
聞
く
た
め
に

投
句
し
ま
し
た
。
こ
の
句
は
戦

後
の
自
分
の
子
供
の
頃
の
不
安

な
気
持
ち
と
母
の
教
え
子
が
戦

場
で
、
特
攻
隊
と
し
て
尊
い
命

を
墜
し
て
逝
っ
た
こ
と
に
教
師

と
し
て
の
母
の
想
い
を
句
に
し

た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
私
は
「
郭
公
」
の
会

員
と
し
て
俳
句
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

近
況 

― 

東
北
に
て
想
う 

―

伴
野　

政
樹

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　

仙
台
で
粋
な
（
侘
し
い
）
独

り
暮
ら
し
（
単
身
赴
任
）
を
し

て
、
早
や
６
年
。
震
災
後
出
張

で
応
急
仮
設
住
宅
建
設
な
ど
の

対
応
を
し
、
在
住
し
て
か
ら
被

災
者
の
自
力
再
建
や
災
害
公
営

の
住
宅
建
設
、
不
足
し
た
学
童

放
課
後
施
設
や
保
育
所
な
ど
、

地
元
の
方
々
と
木
造
の
建
物
の

建
設
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
復
興
は
重
要
で

す
が
、
か
け
が
い
の
な
い
命
、

財
産
や
仕
事
、
人
と
地
域
と
の

関
係
（
絆
）
を
無
く
し
、
全
く

違
う
暮
ら
し
と
な
っ
た
状
況
で

は
、
ハ
ー
ド
の
復
活
で
復
興
し

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
被
災
さ

れ
た
方
々
が
、
新
た
な
暮
ら
し

の
心
地
よ
い
関
係
づ
く
り
に
、

意
欲
的
に
取
組
む
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
地
元
の
産

品
（
部
材
）
を
使
い
、
地
元
の

方
々
の
手
と
共
に
、
同
じ
町
の

仲
間
の
住
ま
い
・
暮
ら
し
、
新

た
な
関
係
づ
く
り
に
汗
を
流
す

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。「
積
年

の
辛
い
想
い＂
を
＂愉
快
な
想
い

（
前
向
き
で
心
地
良
い
）に
チ
ェ

ン
ジ
！
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
参
り
ま

す
。
真
の
復
興
（
新
た
な
暮
ら

し
・
関
係
づ
く
り
）
は
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
で
す
。
み
な
さ
ん
、

ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

О
Ｂ
先
生

О
Ｂ
広
場

竹
内
晉
輝
理
事
を
偲
ん
で

岩
井　

昭

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

２
０
１
６
年
12
月
17
日
ご
逝
去 

（
昭
和
三
十
八
年
経
営
学
部
第
１
期
卒
）

　

竹
内
理
事
は
経
営
学
部
第
１

期
の
ご
卒
業
で
、
同
窓
会
活
動

は
主
に
東
京
都
校
友
会
江
東
支

部
に
於
い
て
活
動
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
校
友

会
主
催
の
新
年
恒
例
「
新
年
を

祝
う
会
」
で
は
例
年
経
営
学
部

同
窓
会
の
名
の
下
に
参
集
さ

れ
、
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
と
二
次

会
ま
で
お
付
き
合
い
頂
き
交
友

を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
12
月
17
日
の
経
営
学

部
同
窓
会
理
事
会
の
発
足
式
に

理
事
と
し
て
参
加
さ
れ
た
帰

途
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

会
発
足
式
直
後
で
あ
り
、
お
元

気
に
歓
談
を
し
て
お
帰
り
に
な

ら
れ
た
後
で
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
突
然
の
悲
報
に
驚
き
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に

生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
致
し
ま

す
と
供
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
辺
毎
夫
理
事
を
偲
ん
で

辻　

輝
房

（
昭
和
四
十
六
年
卒
）

２
０
１
７
年
４
月
15
日
ご
逝
去

（
昭
和
三
十
九
年
経
営
学
部
第
２
期
卒
）

　

当
同
窓
会
理
事
の
渡
辺
毎
夫

様
が
、
平
成
29
年
４
月
14
日
、

テ
ニ
ス
の
練
習
時
に
突
然
倒
れ

ら
れ
、
看
護
も
空
し
く
、
旅
立

た
れ
ま
し
た
。
渡
辺
先
輩
の
訃

報
に
接
し
、
心
よ
り
お
悔
み
申

し
上
げ
ま
す
。
渡
辺
様
は
、
経

営
学
部
第
二
回
の
卒
業
生
と
し

て
、母
校
へ
の
愛
校
心
も
強
く
、

経
営
学
部
同
窓
会
設
立
当
初
よ

り
、
役
員
と
し
て
大
活
躍
を
頂

き
、
そ
の
後
も
毎
月
開
催
さ
れ

る
常
任
幹
事
会
に
も
、
大
先
輩

と
し
て
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
法
政
大
学

の
発
展
を
念
願
さ
れ
て
お
り
、

「
一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校

友
会
」
の
組
織
部
会
の
幹
事
と

し
て
、
長
年
携
わ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
外
見
も
い
つ
も
穏
や

か
で
、
人
望
も
あ
り
、
後
輩
に

も
親
し
ま
れ
お
り
、
そ
し
て
い

つ
も
温
か
い
ご
声
援
を
頂
き
、

又
お
逢
い
す
る
だ
け
で
も
、
心

が
穏
や
か
に
な
っ
た
事
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
経
営
学
部
同

窓
会
の
長
老
と
し
て
、
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
早
い
旅
立
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
渡
辺
先
輩
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
み
の
歌
一
首

＂
ひ
ん
が
し
の
国
に

　
か
な
し
き
沙さ

ら
ぼ
く

羅
木
の

花
さ
き
あ
え
ぬ
　

朝
な
る
か
も
＂

偲
ん
で
。
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竹
内
ゼ
ミ竹内　

淑
恵

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
）

　

私
が
法
政
大
学
経
営
学
部
に

着
任
し
た
の
は
２
０
０
３
年
４

月
で
す
。
法
政
大
学
に
着
任
す

る
以
前
は
企
業
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
ラ
イ

オ
ン
（
株
）
に
就
職
し
、
５
年

間
の
研
究
所
勤
務
を
経
た
後
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
広
告
制

作
部
に
て
18
年
間
、
数
多
く
の

ブ
ラ
ン
ド
の
広
告
を
担
当
し
、

新
製
品
企
画
開
発
の
支
援
業
務

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
仕

事
の
傍
ら
夜
間
大
学
院
に
通
っ

て
、
ブ
ラ
ン
ド
育
成
の
た
め
の

広
告
の
あ
り
方
や
広
告
効
果
に

つ
い
て
研
究
し
、
修
士
と
博
士

の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
企

業
勤
務
は
通
算
25
年
に
も
及
び

ま
す
。
そ
の
後
法
政
大
学
の
教

員
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ゼ
ミ

で
も
実
務
的
な
視
点
を
重
視
し
、

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
実
務
的
な
視
点
を
重
視

す
る
か
と
言
う
と
、
担
当
科
目

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
で
す
が
、

M
arketing

＝
市
場（M

arket

）

の
現
在
進
行
形
（ing

）、
つ
ま

り
、
市
場
は
生
き
て
い
る
、
現

在
進
行
形
で
動
い
て
い
る
、
そ

の
よ
う
な
市
場
の
動
き
を
敏
感

に
と
ら
え
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

自
分
た
ち
が
市
場
を
見
て
、「
こ

れ
だ
！
」
と
思
う
テ
ー
マ
を
独

自
に
設
定
し
、
課
題
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

あ
え
て
私
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を

与
え
る
、
あ
る
い
は
、
企
業
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、「
お

題
」
を
設
定
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ

生
自
ら
が
問
題
点
を
見
つ
け
出

し
、
課
題
を
設
定
す
る
と
い
う

苦
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
進

級
論
文
や
卒
論
に
挑
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。法
政
大
学
で
は「
実

践
知
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
て
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
、
竹
内
ゼ
ミ
で

は
「
実
践
知
」
を
培
う
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

テ
ー
マ
を
自
ら
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
何
が
問
題
で

何
を
仮
説
と
し
て
研
究
フ
レ
ー

ム
を
決
め
れ
ば
良
い
の
か
に
関

し
て
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
最
初
の

う
ち
は
相
当
面
食
ら
い
、
悩
む

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
経
験
が
実
社
会
に
出
た
と
き
、

単
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な

す
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
問
題

意
識
を
持
っ
て
、
課
題
を
設
定

し
、
主
体
的
に
課
題
解
決
で
き

る
人
材
に
な
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

竹
内
ゼ
ミ
で
は
、
２
０
０
５

年
か
ら
「
関
東
学
生
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
大
会
」
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
３
期
生
の
ゼ

ミ
長
か
ら
、
こ
う
い
う
大
会
が

あ
る
か
ら
参
加
し
た
い

と
い
う
申
し
出
の
下
に

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
早
稲

田
、
慶
応
、
立
教
、
横

浜
国
大
な
ど
41
チ
ー
ム

（
２
０
１
６
年
度
の
実

績
）
が
集
い
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
学
生

た
ち
が
大
学
の
枠
を
超

え
、
自
ら
の
研
究
成
果

を
競
い
合
い
ま
す
。
優

勝
す
る
た
め
に
は
、
グ

ル
ー
プ
で
執
筆
す
る
論

文
に
加
え
、
３
度
に
わ

た
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
勝
ち
抜
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
緊
張
感
の
あ
る
大
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
運

営
も
ホ
ス
ト
校
の
学

生
が
仕
切
る
（
竹
内
ゼ

ミ
も
２
０
０
６
年
度
、

２
０
１
７
年
度
の
ホ

ス
ト
校
で
す
）
の
で
、
自
ら
の

研
究
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ス
ト

校
と
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

大
会
開
催
の
教
室
の
手
配
な
ど
、

主
体
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
大
会
は
、
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
協
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

メ
ー
カ
ー
、
広
告
会
社
、
調
査

会
社
等
、
多
く
の
企
業
の
方
々

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
務
家
審

査
員
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
た
ち

は
他
大
の
学
生
、
企
業
の
方
々

か
ら
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
の
幅
広
い
研
究

に
接
す
る
こ
と
で
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
実
践
の
大
切
さ

を
実
感
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
週
２
コ
マ
の
ゼ
ミ
内
で
事

足
り
る
は
ず
も
な
く
、
授
業
外

の
サ
ブ
ゼ
ミ
で
は
こ
の
大
会
に

向
け
、
白
熱
し
た
議
論
が
展
開

さ
れ
る
の
で
、
竹
内
ゼ
ミ
は
経

営
学
部
の
中
で
も「
が
ち
ゼ
ミ
」

だ
、
厳
し
い
と
巷
間
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
大
会
最
後

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
終

わ
る
と
、
感
極
ま
っ
て
（
あ
る

い
は
、
悔
し
さ
か
ら
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
）、
涙
を
流
す
学
生

が
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
結
果

も
出
し
て
い
ま
す
。
毎
年
上
位

に
食
い
込
み
、
２
０
１
５
年
度

は
「
論
文
賞
第
１
位
」
に
も
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
法
政
大

学
懸
賞
論
文
」
に
も
毎
年
応
募

し
て
、
入
選
や
佳
作
に
名
を
連

ね
、
お
陰
様
で
２
０
１
６
年
度

も
２
本
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

３
月
に
卒
業
し
た
元
４
年
生
は

全
員
な
ん
ら
か
の
賞
を
貰
っ

た
（
否
、
勝
ち
取
っ
た
）
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
ゼ
ミ
や
サ
ブ

ゼ
ミ
で
は
真
剣
に
！
飲
み
会
で

は
大
い
に
盛
り
上
が
る
！
オ
ン

と
オ
フ
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
、
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
竹
内
ゼ

ミ
の
魅
力
の
１
つ
だ
」
と
６
期

生
の
ゼ
ミ
長
は
言
っ
て
い
ま
し

た
。
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
ゼ
ミ
生
の
や
り
が
い
と
達

成
感
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
７
年
度
は
ゼ
ミ
開
講

15
周
年
で
す
。
О
Ｂ
О
Ｇ
と
毎

年
12
月
に
集
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
頑
張
っ
て
成
果
を
あ
げ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
が
私
の
喜
び
で

す
。
な
か
で
も
、
２
０
１
６

年
10
月
19
日
の
経
営
学
部
同

窓
会
「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
」
に
も
登
壇
し
、

２
０
１
６
年
12
月
発
行
の
「
経

営
学
部
同
窓
会
通
信
」
で
も
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
赤
坂
優

氏
（
こ
こ
で
は
「
氏
」
と
書
き

ま
し
た
が
、
今
で
も
「
赤
坂
く

ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
か
ら
、

経
営
学
部
の
後
輩
た
ち
の
た
め

に
「
冠
奨
学
金
」
を
設
立
い
た

だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。校
歌
に「
よ

き
師
よ
き
友
つ
ど
ひ
結
べ
り
」

と
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
「
よ

き
師
」
と
言
え
る
よ
う
、
ま
だ

ま
だ
精
進
が
必
要
で
す
が
、
竹

内
ゼ
ミ
生
は
「
よ
き
友
」
が
集

い
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

横
内
ゼ
ミ横内　

正
雄

（
国
際
金
融
論
）

　

こ
の
３
月
に
人
事
部
よ
り
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。
勤
続
25
年

の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
が
新
潟
大
学
か
ら
法
政
大
学

に
赴
任
し
た
の
は
１
９
９
２

年
４
月
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
25
年
が
経
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
経
営
学
部
の
教

員
の
な
か
で
の
若
手
だ
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
、
も
う
す
っ
か

り
古
株
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
に
今
更
な
が
ら
驚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
い
つ
も
ゼ
ミ
生
は
各
学

年
10
名
前
後
在
籍
し
て
い
ま
す

の
で
、
結
局
２
５
０
人
近
い
ゼ

ミ
生
を
送
り
出
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
も
驚
い
て
い

ま
す
。

　

25
年
と
は
い
え
、
相
変
わ
ら

ず
専
門
領
域
で
あ
る
国
際
金
融

論
を
中
心
に
指
導
を
続
け
て
き

て
い
ま
す
が
、
国
際
金
融
は
難

し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

広
く
日
本
経
済
や
世
界
経
済

に
つ
い
て
も
学
ん
で
来
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
２
限
続
け

て
の
講
義
の
う
ち
、
前
半
は

国
際
金
融
論
の
テ
キ
ス
ト
を

輪
読
し
、後
半
は『
日
経
ヴ
ェ

リ
タ
ス
』
の
中
か
ら
興
味
を

持
っ
た
記
事
を
選
ん
で
順
番

に
報
告
し
て
も
ら
い
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ゼ

ミ
生
は
、
ゼ
ミ
全
体
で
議
論

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
な
か
な
か

話
し
出
せ
な
い
も
の
が
、
３
〜

４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
自

由
に
議
論
さ
せ
る
と
結
構
生
き

生
き
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
も
昔
の
ゼ
ミ
と
は
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
金
融
の
知
識
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
文
書
作
成
力
、
情
報

収
集
・
分
析
・
発
信
力
、
状
況

判
断
・
行
動
力
の
育
成
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
ゼ
ミ
の
発
足

当
初
か
ら
で
す
が
、
ゼ
ミ
生
に

は
テ
ー
マ
を
持
た
せ
、
３
年
修

了
時
に
は
進
級
レ
ポ
ー
ト
を
、

４
年
の
最
後
に
は
卒
業
レ
ポ
ー

ト
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

４
年
生
の
卒
業
レ
ポ
ー
ト
は
冊

子
に
ま
と
め
、
卒
業
論
文
集
と

し
て
卒
業
記
念
に
渡
し
て
い
ま

す
。
国
際
金
融
論
の
ゼ
ミ
で

あ
る
言
え
ば
進
級
レ
ポ
ー
ト

や
卒
業
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ

は
国
際
金
融
な
い
し
は
金
融

に
関
す
る
も
の
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
ゼ

ミ
生
達
が
選
ぶ
テ
ー
マ
に
は

金
融
に
か
か
わ
る
も
の
は
少

な
く
、
自
分
の
興
味
や
就
職

先
の
業
界
に
か
か
わ
る
も
の

を
取
り
上
げ
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
ゼ
ミ

生
の
就
職
先
は
金
融
関
係
が

比
較
的
多
い
も
の
の
、
サ
ー

ビ
ス
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
様
々

で
す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
就
職
戦

線
は
売
り
手
市
場
と
い
う
こ
と

で
、
内
定
を
取
る
の
に
は
そ
れ

ほ
ど
苦
労
し
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
の
学
生
に
見
ら
れ
る
傾
向

で
も
あ
り
ま
す
が
、
数
年
し
て

転
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
わ

が
ゼ
ミ
生
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

も
っ
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
人
に
と
っ
て
よ
り
良
い
転

職
で
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
卒
業
し
て
何
年
も

経
っ
た
ゼ
ミ
生
が
大
学
に
訪
ね

て
来
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
卒
業
生
と
の
付
き

合
い
を
積
極
的
に
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
や
は

り
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
の
は
嬉

し
い
も
の
で
す
。そ
の
中
で「
ゼ

ミ
で
学
ん
だ
こ
と
が
仕
事
に
役

立
っ
て
い
ま
す
」
な
ん
て
言
わ

れ
れ
ば
、
半
分
お
世
辞
で
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ジ
ー
ン

と
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
間
、
大
学
院
研
究
科
長
、
学

部
長
、
学
生
セ
ン
タ
ー
長
の
役

職
に
煩
わ
さ
れ
、
ゼ
ミ
生
の
た

め
に
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。
よ
う
や
く

こ
う
し
た
「
雑
用
」
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

再
度
ゼ
ミ
生
の
指
導
に
力
を
入

れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

ゼ
ミ
紹
介

同窓会のホームページはこちらから・・・。

URL:http://www.houseikeieidousoukai.com/

個人情報保護法により、OB・OGの皆様の住所が大学から入手できなくなりました。
そのため、大学から送られてくる資料内のハガキで変更依頼をしても、同窓会で管理
している住所は変わりません。
必ず下記の方法で同窓会までご連絡ください。

	 以下のホームページより送信して下さい。
	 http://www.houseikeieidousoukai.com/

「経営学部同窓会」は現在、「一般社団法人　法政大学校友会」に所属しております。
法政大学の卒業生の全員が「校友会」に所属していることになりますが、所属している各同窓会で
は独自に活動及び組織の運営をおこなっております。

「経営学部同窓会」も22年間の歴史のもと、皆さん同窓会員の会費にて活動をおこなってきました。
しかし近年の「経営学部同窓会」の活動のための、会費納入率の低下が否めません。

「経営学部同窓会」は皆さんの会費にて活動をおこなっており、これからも経営学部同窓会の存続・
活動のため、皆さんのご協力及び会費の納入を切にお願いする次第です。

経営学部同窓会会長　　岩井　昭

住所変更は必ずご連絡下さい！会費納入のお願い

メールにて1
法政大学経営学部同窓会 検索
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来
年
の
シ
ー
ド
権
も
獲
得
。
来

年
を
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（

昭
和
三
十
八
年
卒
）

広
報
委
員
会
便
り

長
嶋　

す
み
れ

（
平
成
二
十
九
年
卒
）

　

大
学
４
年
間
を
振
り
返
る
と

「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
強
く

実
感
し
ま
す
。

　

入
学
当
初
、
私
は
一
経
営
学

部
の
学
生
で
し
た
が
、
経
営
学

部
広
報
委
員
会
で
学
部
の
魅
力

を
広
報
す
る
に
あ
た
り
、
経
営

学
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
大
学
院
、
同

窓
会
な
ど
多
く
の
方
々
と
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
が
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
し
つ
つ
、
何
事
に
も
前

向
き
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。
法

政
大
学
経
営
学
部
で
過
ご
し
た

４
年
間
は
私
の
誇
り
で
す
！
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
便
り

伊
藤　

郁
也

（
平
成
二
十
九
年
卒
）

　

４
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り

返
る
と
、
学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委

員
会
で
の
活
動
が
私
に
と
っ
て

ど
れ
だ
け
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
改
め
て
感
じ
ま

す
。
入
ゼ
ミ
の
補
助
に
よ
る
経

営
学
部
と
の
関
わ
り
や
、
経
営

学
部
同
窓
会
と
の
関
わ
り
、
渉

外
活
動
に
よ
る
他
大
学
の
仲
間

と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
委
員
長

と
し
て
の
活
動
。
そ
の
ど
れ
も

が
私
自
身
の
価
値
観
や
世
界
を

広
げ
る
一
助
と
な
り
、
大
き
く

成
長
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
関
係
者
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2016 年度（平成 28年度）　経営学部同窓会　事業報告 2017 年度（平成 29年度）　経営学部同窓会　事業計画案
1.　東京六大学野球　春季リーグ戦　応援観戦　　平成28年4月9日（土）対慶應
2.　定期総会・講演会・懇親会　開催　　平成28年7月9日（土）
　　市ヶ谷キャンパス58年館5階855教室
　　平成28年度　事業報告及び会計報告
　　平成28年度　事業計画及び予算案承認　
　　その他　名誉会長及び顧問就任の報告
　　講演会　会場：58年館5階855教室
　　　　　　講師：奥西好夫経営学部長
　　　　　　演題：「同一労働・同一賃金」
　　懇親会　同日　16：00～18：00　58年館地下1階第１学生食堂
3.　東京六大学野球　秋季リーグ戦　応援観戦　　平成28年10月1日（土）対明治
4.　トップマネジメントセミナー開催
　　平成28年10月19日（水）　18：40～20：00　
　　ボアソナードタワー26階　スカイホールにて
　　　　　　講師：赤坂優（株式会社エウレカ創業者）
　　　　　　演題：「大学を卒業して３年、25歳でインターネット業界で起業、大型Ｍ＆Ａをするまで」
5.　学部生・同窓会合同広報委員会開催　平成29年1月10日（火）　17：00より
　　803教室で学部生が主体の経営学部広報委員会との合同委員会
6.　経営学部教授会との懇談会開催　平成29年1月20日（金）　18：30より
　　ボアソナードタワー25階　スタッフクラブにて開催
7.　経営学部卒業生成績優秀者表彰　平成29年3月24日（金）　17：45より
　　成績優秀者10名を表彰し記念品贈呈
8.　常任幹事会　本年度は10回開催

1.　東京六大学野球　春季リーグ戦　応援観戦　　平成29年5月熱烈応援予定
2.　定期総会・講演会・懇親会　開催
　　定期総会　平成29年7月8日（土）　14：00～15：00
 市ヶ谷キャンパス　富士見坂校舎　３階Ｆ309教室
　　平成28年度　活動・事業報告及び会計報告
　　平成29年度　事業計画案及び予算案承認　等　
　　講演会　同日　15：00～16：00 市ヶ谷キャンパス　富士見坂校舎　３階Ｆ309教室
　　　　　　講師：平田　英明教授 演題：「アベノミクスの評価」
　　懇親会　同日　16：00～18：00 富士見坂校舎　地下１階　富士見坂食堂
3.　法政フェアへの参加
　　法政フェアにてブースを設置し、活動報告や新規入会者勧誘を実施予定
4.　トップマネジメントセミナー開催
　　平成29年10月11日（水）　18：40～21：00　
　　ボアソナードタワー26階　スカイホール・ラウンジ
　　　　　　講師： 未定 演題：「未定」
5.　東京六大学野球　秋季リーグ戦　応援観戦　　平成29年10月予定
6.　昭和の香りを嗅ぐ会（相撲部屋を探訪）　平成29年11月予定
7.　経営学部教授会との懇談会開催
8.　経営学部卒業生成績優秀者表彰　平成30年3月24日（土）　17：45より
　　成績優秀者10名を表彰し記念品贈呈
9.　常任幹事会　年度内に随時開催10回程度

*各種行事は適時ホームページに掲載し告知いたします。

懇親会費
諸雑費
計

懇親会費
諸雑費

同窓会通信 14 号印刷

計

会報 16 号発送費

会報 16 号印刷費
事務用品
コピー代・名刺印刷
郵送料

同窓会通信 14 号発送
計

計
諸雑費

看板代

前年度繰越金 743,637
390,000
141,000
305,921
52,200

3
3,000

1,635,761

【収入の部】

年会費
懇親会費
寄付金
校友会補助金
受取利息
前受金収入
合計

一般通信費
【支出の部】

決算

決算

一般印刷費
消耗品費
会報発行費

会報発送費

総会開催費

TMS開催費
（トップマネジメントセミナー）

ホームページ運営費
広告掲載料
卒業生成績優秀者記念品代
教授会との懇親会費
銀行振込手数料
慶弔費
同窓会協議会会費
未払金支払
期末未払金
次年度繰越金
合計

2,577
30,085
3 ,340
105,840
60,000
12,000
177,840
25,420
44,772
70,192
90,000
10,630
100,630
46,400
65,000
30,000
141,400
136,800
46,666

15,338
100,768
5,000

116,301
-77,464
678,404
1,635,761

53,000
34,884

懇親会費
諸雑費
計

懇親会費
諸雑費

同窓会通信15号印刷

計

会報17号発送費

会報17号印刷費
事務用品
コピー代・名刺印刷
郵送料

同窓会通信15号発送
計

計
諸雑費

看板代

前年度繰越金 678,404
450,000
140,000
300,000
50,000
10

-3,000
1,615,414

【収入の部】
2016 年度決算報告 2017 年度予算案

年会費
懇親会費
寄付金
校友会補助金
受取利息
前期末前受金
合計

一般通信費
【支出の部】

予算

予算

一般印刷費
消耗品費
会報発行費

会報発送費

総会開催費

TMS開催費
（トップマネジメントセミナー）

ホームページ運営費
広告掲載料
卒業生成績優秀者記念品代
教授会との懇親会費
銀行振込手数料
慶弔費
同窓会協議会会費
未払金支払

次年度繰越金
合計

5,000
30,000
5,000

110,000
60,000
15,000
185,000
26,000
45,000
71,000
90,000
11,000
101,000
50,000
70,000
30,000
150,000
190,000
50,000

20,000
100,000
5,000
77,464

603,414
1,615,414

60,000
40,000

　

箱
根
駅
伝
友
の
会

佐
藤
征
己
78
歳
で
す
。

　

夏
期
地
獄
の
特
訓
で
鍛
え
た

実
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
予
選

会
第
４
位
！
感
激
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
！

　

例
年
、
ゴ
ー
ル
近
く
の
旅
館

に
、
一
年
の
区
切
り
の
意
味

と
、
日
頃
家
を
守
っ
て
い
る
妻

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

年
末
よ
り
温
泉
旅
行
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
元
日
は
正
月
料
理

を
お
燗
で
堪
能
、
ゆ
っ
く
り
休

憩
し
た
後
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

坂
道
を
箱
根
湖
畔
に
向
か
い
散

歩
、
今
年
は
絶
好
の
天
気
に
恵

ま
れ
気
持
ち
良
く
散
歩
で
き
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
既
に
日

テ
レ
の
腕
章
を
巻
い
た
ス
タ
ッ

フ
が
、
き
び
き
び
と
テ
ン
ト
や

Ｔ
Ｖ
放
映
櫓
組
立
て
な
ど
の
作

業
中
。
記
念
に
ゴ
ー
ル
線
上
で

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
帰
路
、
明
日
見
物
す
る
最

高
の
ポ
イ
ン
ト
に
古
新
聞
紙
を

敷
き
準
備
完
了
、
宿
に
戻
り
ま

し
た
。

　

夜
が
明
け
、
い
ざ
決
戦
。
ピ

ス
ト
ル
の
号
砲
と
と
も
に
21
名

の
選
手
が
ス
タ
ー
ト
。
年
々
色

鮮
や
か
に
な
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

１
～
４
区
は
Ｔ
Ｖ
観
戦
し
な

が
ら
風
呂
に
入
っ
た
り
、
順
位

の
変
動
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

過
ご
し
、
小
田
原
中
継
所
に
差

し
か
か
る
時
間
帯
に
ゴ
ー
ル
近

く
の
観
戦
場
所
に
向
か
い
ま
し

た
が
、
既
に
大
勢
の
観
客
が
小

旗
を
振
っ
て
の
大
盛
り
上
が
り

に
び
っ
く
り
。
創
価
・
上
武
・

青
学
の
応
援
団
や
チ
ア
ガ
ー
ル

等
50
名
程
が
寒
空
の
下
、
超
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
で
大
会
に
華
を
添

え
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
今
回
は
農
大
の
大

根
踊
り
が
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
が

箱 

根 

駅 

伝

残
念
で
し
た
。

　

上
空
の
ヘ
リ
の
爆
音
と
と
も

に
前
方
の
沿
道
の
小
旗
が
き
ら

び
や
か
に
激
し
く
振
ら
れ
、
猛

烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
白
バ
イ
が

走
っ
て
き
ま
す
。
次
に
ゆ
っ
く

り
白
バ
イ
２
台
、
パ
ト
カ
ー
２

台
、
Ｔ
Ｖ
放
送
バ
ス
、
カ
メ
ラ

サ
イ
ド
ク
ル
ー
バ
イ
ク
と
、
そ

れ
は
大
連
隊
。
す
ぐ
後
ろ
に
見

え
隠
れ
し
な
が
ら
ト
ッ
プ
で
青

学
が
悠
然
と
走
り
抜
け
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
も
ほ
ん
の
数
秒
の

出
来
事
。
我
等
が
法
大
は
５
区

生
澤
君
が
頑
張
り
、
短
距
離
競

走
の
よ
う
な
綺
麗
な
フ
ォ
ー
ム

で
力
強
く
走
っ
て
き

た
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
精
一
杯
声

を
張
り
上
げ
て
応
援

し
、
達
成
感
に
浸
り

な
が
ら
宿
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
総
合
順

位
は
８
位
と
な
り
、

2017年
定期総会・講演会・懇親会のご案内

経営学部同窓会 Alumni association

日時　2017年7月8日（土）　14：00～18：00
場所　法政大学 市ヶ谷キャンパス 富士見坂校舎　3階F309教室
 富士見坂校舎　地下1階　富士見坂食堂
　　　（JR・地下鉄/市ヶ谷・飯田橋下車）

連絡先

［第１部］ 2017年定期総会 （14：00～15：00 予定）
 2016年度事業報告・会計報告、2017年度事業計画（案）など
［第２部］ 講演会 （15：00～16：00 予定）　富士見坂校舎　3階F309教室
 演題：「アベノミクスの評価」
 講師：法政大学経営学部　平田　英明　教授
［第３部］ 懇親会 （16：00～18：00 予定）
 総会参加者、教職員、学生、ゼミOB・OG など
 法政大学　市ヶ谷キャンパス　富士見坂校舎　地下1階　富士見坂食堂
 会費　3,000円

法政大学経営学部同窓会事務局　〒102-8160　東京都千代田区富士見2-17-1
法政大学　ボアソナード・タワー17階

 URL http://www.houseikeieidousoukai.com/


